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■自主財源は90億2,747万3千円
（前年度増減率△5.2％）

自主財源とは町が自主的に調達できる財
源。行政活動の自主性と安定性の尺度とな
ります。

・町　税 ………………71億4,794万1千円
（前年度増減率△4.7％）

・繰入金 ……………………7億6,430万円
（前年度増減率△8.3％）

（基金を取り崩して繰り入れる資金）

・諸収入…………………5億4,369万4千円
（前年度増減率△7.1％）

（貸付金元利収入や預金利子、雑入など他
の収入科目に含まれない収入）

・繰越金 ……………………2億5,000万円
（前年度同額）

（前年度予算残額を繰り越す資金）

・使用料及び手数料 ………2億2,148万円
（前年度増減率2.9％）

（公共施設使用料や住民票の交付手数料など）

・その他………………………1億5万8千円
（前年度増減率△31.1％）

■依存財源は24億752万7千円
（前年度増減率13.0％）

依存財源とは国や県から交付されたり、
町が借り入れたりする財源。

・県支出金…………………5億195万3千円
（前年度増減率10.2％）

（特定の事業のために県から交付される負
担金、補助金、委託金）

・国庫支出金……………4億1,677万4千円
（前年度増減率20.1％）

（特定の事業のために国から交付される負
担金、補助金、委託金）

・町　債 ………………………4億700万円
（前年度増減率61.5％）

（資金調達のために、国や金融機関などか
ら借り入れる資金）

・地方消費税交付金…………………4億円
(前年度同額)

（消費税の1％が地方消費税で、その1／2
を市町村に案分交付）

・地方特例交付金……………………2億円
（前年度増減率5.3％）

（恒久的減税の減収額を国が補てんする交
付金）

・その他 ……………………4億8,180万円
（前年度増減率△1.0％）

平
成
15
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し

一般会計歳入114億3,500万円　

歳入構成図

平成15年度各会計予算規模

会計名 予算額 構成比 前年度増減率

一 般 会 計 114億3,500万円 54.5% △1.9％

国民健康保険 34億2,000万円 16.3% 3.9％

老 人 保 健 20億800万円 9.6% △6.9％

介 護 保 険 10億1,300万円 4.8% 2.3％

下水道事業 18億5,800万円 8.9% △6.5％

小　　 計 82億9,900万円 39.6% △1.5％

水 道 事 業 12億3,900万円 5.9% 14.5％

合　　計 209億7,300万円 100% △0.9％

予算の推移

全会計予算総額

一般会計予算額

特
別
会
計

企
業
会
計

100

150

200億円 

15年度 14131211平成6

17,894,700

19,674,000

12,110,000

12,375,000 12,300,000
11,638,000 11,658,000 11,435,000

20,970,400 21,121,000 21,165,000 20,973,000

その他 

地方消費税交付金 

町債 

県支出金 

国庫支出金 

その他 

分担金及び負担金 
使用料及び手数料 
財産収入 
寄附金 
繰越金 

※単位：千円 
 （ 　）内の数字は％を示す 

諸収入 

繰入金 

町税 
7,147,941依存財源 

2,407,527

764,300（6.7） 

543,694（4.7） 

571,538（5.0） 

416,774（3.6） 

501,953（4.4） 

681,800 
（6.0） 

407,000（3.6） 

400,000（3.5） 

地方譲与税 
自動車取得税交付金 
地方特例交付金　ほか 

（62.5） 

（21.1） 

9,027,473 
（78.9） 

自主財源 
歳入合計 
11,435,000 
（100.0） 
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■目的別歳出の内訳
・民生費 ………………24億3,534万9千円

（前年度増減率12.1％）
（社会福祉や児童福祉など、安定した社会
生活を保障するための経費）

・土木費 ………………15億9,229万1千円
（前年度増減率△22.4％）

（道路や公園などを整備、維持管理するた
めの経費）

・教育費 ………………14億2,757万4千円
（前年度増減率△2.9％）

（小中学校や生涯学習などの教育関連経費）

・総務費 ………………13億4,156万5千円
（前年度増減率△0.7％）

（住民票の交付、税の賦課徴収、交通防犯
対策のほか町行政全般を運営するための
経費）

・衛生費 ………………13億3,396万7千円
（前年度増減率△0.9％）

（予防接種やごみ処理など、健康で衛生的
な生活のための経費）

・消防費 …………………12億751万9千円
（前年度増減率21.9％）

（火災や急病、災害など、生命や財産を守
るための経費）

・その他 ………………20億9,673万5千円
（前年度増減率△7.9％）

■性質別歳出の内訳
・人件費 ………………35億1,693万6千円

（前年度増減率△1.9％）
（職員の給与、議員の報酬など）

・物件費 ………………20億6,363万7千円
（前年度増減率△0.9％）

（消耗品費、委託料、修繕費などの消費的経費）

・普通建設事業費 ……14億7,157万6千円
（前年度増減率△10.4％）

（建物や道路などの建設事業費や用地購入費）

・繰出金 …………………13億292万5千円
（前年度増減率0.9％）

（一般会計から国民健康保険や下水道など
の特別会計へ支出される経費）

・公債費…………………9億9,698万5千円
（前年度増減率△3.2％）

（町借入金の元金や利子の償還経費）

・扶助費…………………7億7,348万2千円
（前年度増減率39.9％）

（身体・知的障害者福祉法、児童福祉法、
老人福祉法などの法律に基づく福祉的経
費）

・その他 …………………13億945万9千円
（前年度増減率△11.1％）

一般会計歳出114億3,500万円

一般会計歳出（目的別）予算の町民１人当たりの内訳 町税の内訳

歳出（目的別）構成図歳出（性質別）構成図

税　目 予算額
前年度
増減率

町民税（個人） 16億2,535万2千円 △5.7％

町民税（法人） 6億5,082万3千円 18.3％

固 定 資 産 税 41億2,303万6千円 △6.8％

軽 自 動 車 税 5,186万3千円 9.0％

町 た ば こ 税 2億6,583万7千円 0.2％

特別土地保有税 133万7千円 224.5％

都 市 計 画 税 4億2,969万3千円 △11.2％

合　　計 71億4,794万1千円 △4.7％

議会費 総務費

※一人当たりの予算額は、３月１日現在の人口42,908人で算出

4,488円 31,266円

民生費 衛生費 農林水産業費

商工費 土木費 消防費 教育費 その他
災害復旧費・公債費
諸支出金・予備費

予備費 

諸支出金 

公債費 災害復旧費 

消防費 

土木費 

商工費 農林水産業費 

衛生費 

民生費 

総務費 

議会費 192,600（1.7） 

996,989 
（8.7） 

224,897（2.0） 460,892（4.0） 

1,357（0.0） 

150,000（1.3） 

70,000（0.6） 

1,592,291（13.9） 

1,207,519（10.6） 

1,341,565（11.7） 

2,435,349（21.3） 

1,333,967（11.7） 

教育費 
1,427,574（12.5） 

歳出合計 
11,435,000 
（100.0） 

災害復旧費 
予備費 

補助事業費 

繰出金 

積立金 

投資及び出資金 

公債費 

補助費等 

扶助費 

維持補修費 

物件費 

人件費 
3,516,936（30.7） 

1,357（0.0） 
70,000（0.6） 

2,063,637（18.0） 

353,467（3.1） 

普通建設事業費 1,471,576（12.9） 

158,525（1.4） 
569,773（5.0） 

996,985（8.7） 

1,302,925（11.4） 
20,725（0.2） 

773,482 
（6.8） 

貸付金 
489,000（4.3） 79（0.0） 

歳出合計 
11,435,000 
（100.0） 

1,118,109（9.8） 
単独事業費 

※単位：千円 
 （ 　）内の数字は％を示す 

56,757円 31,089円

10,741円 37,109円 28,142円 33,270円 28,394円

5,241円
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●健康運動教室開催事業…………………………2,662千円
生活習慣病の改善や予防および健康の維持増進を目的に、個人

の健康レベルに応じた運動処方に基づく個別トレーニング指導を

行います。〈対象者〉40歳以上

●●小学校学習活動サポーター派遣事業 ……5,941千円
基本的生活習慣の未修得児童の問題などが一般化しつつある状

況を踏まえ、低学年を中心に学級活動を総合的に支援する学習活

動サポーターを各小学校に1名派遣します。

●●魅力ある学校づくり事業(小中学校) ………9,088千円
地域と連携した開かれた学校づくり、特色ある学校づくりを推

進するため、学校の裁量により活用できる「魅力ある学校づくり

交付金」を新設するとともに、関係備品の充実を図ります。

●●生涯学習推進プラン後期基本計画策定事業4,060千円
平成16年度末をもって前期基本計画の期間が終了することから、

平成15・16年度の2カ年で後期基本計画を検討・策定し、生涯学習

活動の総合的・効果的な推進を図ります。

●原臼児童館建設事業 …………………………69,967千円
原臼地区児童の健全育成と地域のコミュニティーの施設として、

児童館を新たに建設します。（平成14・15年度継続事業）

〈建築概要〉鉄骨平家建て、建築面積197．91平方メートル

●町民みなふれあい体育大会開催事業…………5,005千円
「町民みなスポーツの町宣言」の趣旨のもと、町民一人ひとり

が生涯をスポーツに親しみ、健康でたくましい心と体をつくると

ともに、スポーツを通じて町民相互の交流を深め、子供から高齢

者まで地域ぐるみで参加できる「町民みなふれあい体育大会」を

開催します。

5 多彩な産業の活力あるまちづくり

●有害鳥獣対策事業………………………………1,143千円
年々増え続けるサル、イノシシなどの鳥獣による農作物への被

害を防ぐため、各種対策を行います。

●サル追い払い用電動エアガン購入費補助（1/2補助、限度額18千円）
●イノシシ捕獲用くくりわなの貸し出し（貸出用20個購入）
●農村総合整備事業 ……………………………43,182千円
活力ある地域の発展に資することを目的に、半原地域に農道4路

線、集落道2路線などの整備を行います。

●●中小企業技術力向上促進事業（ISO認定取得促進事業
助成）………………………………………………2,500千円
町内中小企業の技術・経営管理機能を向上させ、経営基盤の安

定・体質強化を図ることを目的に、ISO国際認証（ISO9000および

14000シリーズ）を取得した際に、審査登録機関に支払った経費の

一部を助成します。

●●町内共通商品券発行事業費助成 …………11,000千円
地域内消費需要の喚起・購買力の町外流出防止および商工業の

活性化を目的に、愛甲商工会が実施する町内共通商品券発行事業

に対し、10％割増分と事業運営費の一部を助成します。

〈発行券〉500円券11枚つづり　〈購入限度額〉1人当たり5万円

●温泉施設調査事業………………………………5,626千円
14年度から温泉施設調査検討委員会を設置し調査検討を進めて

いますが、15年度は併せて温泉源の調査を専門業者に依頼し、調

査研究を進めます。

6 確かな未来を拓くまちづくり

●（仮称）住民参加条例制定準備事業 …………1,151千円
政策の立案、実施、評価の各段階において町民がまちづくりに

参加する権利を保障し、町民が行政運営に参画しやすい環境や制

度を整えるため、昨年度に引き続き、専門研究委員会での審議を

中心に（仮称）住民参加条例の制定に向けた諸準備を行います。

（15年度制定予定）

●●町民アイディアまちづくり事業 …………20,884千円
住民参加型のまちづくりの推進と地域や町の活性化を図ること

を目的として、町民が自主的・主体的に実施する事業と町が主体

となって行う事業を、町民からアイディアを募り実施します。

〈募集対象者〉町内に在住、在勤、在学する個人または団体

〈事業費〉総額1億円を限度とする（各年度20,000千円を予定）

※1団体などへの補助限度額2,000千円

〈褒賞金など〉アイディアの提案に対し褒賞金などを支給

平成15年度は、愛川町総合計画“ゆめ愛川2010”後期基本計画の初年度となります。
主な事業を同計画の施策体系に沿って紹介します。（●は新規事業）

4. 豊かな人間性を育む文化のまちづくり

5. 多彩な産業の活力あるまちづくり

6. 確かな未来を拓くまちづくり

問い合わせ 企画課財政班1（内線）222へ。

新

新

新

新

新

新

新

新

新



平成15年度の主な事業

5 2003.April

特集

●幣山下平線新設事業 ……………………261,680千円
町内幹線道路の渋滞解消および厚木市内国道246号へのアクセス

機能向上を目的に、中津川右岸の幣山地区から八菅山地区へ抜け

る幹線道路を整備します。

●●都市基準点整備事業…………………………9,177千円
測量法の改正に伴い、公共測量に必要な都市基準点の整備を行

います。（15年度～17年度予定）

●●消防庁舎建設事業 ………………………414,150千円
複雑多様化する火災、救急救助、自然災害などの各種災害に対

応する消防防災拠点の施設として、消防庁舎の建て替えを行いま

す。（平成15・16年度継続事業）

〈場所〉町文化会館東隣　〈建築概要〉RC造3階建て

●防災行政無線のデジタル化事業 ……………23,023千円
防災行政無線の屋外子局および戸別受信機の更新・整備（デジ

タル化）を計画的に行い、災害時の情報伝達手段の確保を図りま

す。

●●高規格救急車購入事業（更新）……………29,382千円
稼動から7年を経過した消防署本署の高規格救急車を更新し、救

急要請に万全を期します。

●●ディーゼル車排ガス対策事業 ……………49,857千円
大気汚染防止のため、計画的に庁用車の排ガス対策を実施します。

〈車両更新〉5台　〈低減装置装着〉18台

3 健康でゆとりとふれあいのまちづくり

●障害者支援費支給事業
◯●知的障害者施設訓練等支援事業 ………151,309千円
知的障害者が更生施設や授産施設などに入所または通所した場

合、利用したサービスの量に応じた助成を行います。（15年度県か

らの移譲事務）

〈対象者〉知的障害者援護施設入所者および通所者　

○●障害児・知的障害者短期入所支援事業…12,080千円
障害児や知的障害者が更生施設などに短期入所した場合、利用

したサービスの量に応じた助成を行います。（15年度県からの移譲

事務）

〈対象者〉障害児や知的障害者で短期入所利用者

○●知的障害者生活ホーム等支援事業 ………12,309千円
知的障害者が生活ホームに入所した場合、利用したサービスの

量に応じた助成を行います。（15年度県からの移譲事務）

〈対象者〉知的障害者生活ホーム利用者

●●身体障害者地域作業所運営費補助事業……9,238千円
平成15年4月に本格稼動する身体障害者地域作業所に対し、運営

費の助成を行います。

〈作業所〉身体障害者地域作業所「あいかわ工房」（愛川町身体障

害者福祉協会）

●●ありんこ作業所高峰分所建設工事設計業務委託事業
………………………………………………………3,129千円
ありんこ作業所高峰分所の老朽化に伴う建て替え工事にあたり、

実施設計業務委託を行います。

〈建て替え予定〉平成16年度　

〈概　要〉鉄骨造平屋建て133平方メートル（約40坪）

●小児医療費助成事業 …………………………59,143千円
安心して子どもを産

み育てることができる

よう、入院・通院の医

療費を所得制限を設け

ず就学前（6歳児）まで

助成します。

●子育て支援対策事業……………………………5,612千円
未就園児を持つ家庭の育児不安などの軽減を図るため、子育て

支援センターでの子育てサロンや子育て相談などを実施するとと

もに、町内6保育園での「かえでっこのつどい」を実施します。

●●国保出産費資金貸付事業……………………2,400千円
被保険者が安心して出産することができるよう、出産に係る費

用を無利子で事前に貸し付けます。

〈貸付限度額〉出産育児一時金支給見込額の80％

●●介護予防型デイサービス事業 ………………423千円
介護認定の更新により非該当となった方が、同じデイサービス

を引き続き利用できることにより、容体の悪化を防止します。

●●家族介護者リフレッシュ事業 ………………113千円
高齢者などを在宅で介護する家族の慰労するため、町文化会館

の催事に招待し、心身のリフレッシュを図ります。

〈対象者〉 要介護度4および5の方を介護する家族

1. 緑水環境都市のまちづくり

2. 安心して住める定住環境のまちづくり

3. 健康でゆとりとふれあいのまちづくり

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新



３
　
障
害
者
の
生
活
の
質
を
向
上

障
害
者
が
主
体
的
に
自
立
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
相

談
体
制
や
情
報
提
供
な
ど
を
充
実

さ
せ
、
生
活
の
質
の
向
上
に
向
け

た
施
策
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

４
　
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進

障
害
者
が
誇
り
と
生
き
が
い
を

持
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
、
社
会

を
構
成
す
る
一
人
と
し
て
、
主
体

性
を
発
揮
し
、
生
き
生
き
と
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
状
況
に
応
じ
た

学
習
・
雇
用
の
機
会
、
福
祉
的
就

労
の
場
な
ど
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
余
暇
を
利
用
し
た
文
化
･

ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
へ
の
参
加
促
進
を
図
り

ま
す
。

町
で
は
こ
の
ほ
ど
「
ふ
れ
あ

い
・
さ
さ
え
あ
い
・
き
づ
き
あ

い
・
愛
の
ま
ち
　
あ
い
か
わ
」
を

基
本
理
念
と
し
て
、
誰
も
が
安
心

し
て
快
適
に
生
活
で
き
る
福
祉
社

会
、
健
常
者
と
障
害
者
と
が
分
け

隔
て
な
く
生
活
で
き
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
、
愛
川
町
障
害
者

福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
月
か
ら
、
障
害
者
が
自
分
に

合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
や
事
業
者
な
ど

を
選
ぶ
「
支
援
費
制
度
」
が
始
ま

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
利
用
者
の

希
望
に
添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
求
め
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

中
で
、
愛
川
町
障
害
者
福
祉
計
画

の
目
的
は
、
多
様
化
す
る
個
人
ニ

ー
ズ
や
、
新
た
な
課
題
に
柔
軟
に

対
応
す
る
た
め
、
障
害
者
福
祉
施

策
を
総
合
的
・
体
系
的
に
推
進
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
計
画
は
「
基
本
構
想
」「
基

本
計
画
」「
実
施
計
画
」
で
構
成
さ

れ
、「
基
本
構
想
」「
基
本
計
画
」

は
、
平
成
15
年
度
か
ら
平
成
22
年

度
ま
で
の
８
年
間
を
計
画
期
間
と

し
て
い
ま
す
。「
実
施
計
画
」
の
期

間
は
３
年
間
で
、
毎
年
度
ロ
ー
リ

ン
グ
方
式
に
よ
り
策
定
し
ま
す
。

次
の
７
つ
の
分
野
で
施
策
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

１
　
保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
障
害
に
関
わ
る
専
門
的
な
医
療

や
、
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
、
一
般
疾

病
に
対
す
る
医
療
に
つ
い
て
一
層

の
促
進
に
努
め
、
そ
の
体
制
の
整

備
と
保
健
･
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

２
　
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
理

念
の
浸
透

広
報
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
の
媒
体
を
活
用
し
た
啓
発
に
努

め
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

（
健
常
者
と
障
害
者
と
が
分
け
隔
て

な
く
生
活
で
き
る
社
会
）
理
念
の

浸
透
を
推
進
し
ま
す
。

５
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
な
ど

の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
建
築
物

や
道
路
の
段
差
解
消
を
は
じ
め
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
、
出
入
り

口
の
自
動
ド
ア
化
な
ど
を
推
進

し
、
利
用
す
る
す
べ
て
の
人
に
配

慮
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
促
進
を

図
り
ま
す
。

６
　
防
災
対
策
の
推
進

災
害
発
生
時
に
は
、
正
確
な
情

報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
・
団
体
や
地
域
住
民
な
ど
と

の
連
携
に
よ
る
援
護
体
制
や
、
障

害
者
の
特
性
・
生
活
状
況
な
ど
に

応
じ
た
防
災
・
安
全
対
策
を
的
確

に
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
の

整
備
に
努
め
ま
す
。

７
　
推
進
体
制
の
整
備

本
計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
保
健
･
医
療
・
福
祉
・
教

育
・
労
働
・
建
設
な
ど
幅
広
い
分

野
に
わ
た
り
、
国
・
県
・
※
障
害

保
健
福
祉
圏
域
の
市
町
村
・
関
係

団
体
な
ど
と
の
連
携
の
も
と
に
、

障
害
者
施
策
の
総
合
的
･
計
画
的

な
推
進
に
努
め
ま
す
。

※
障
害
保
健
福
祉
圏
域

広
域
的
な
施
策
な
ど
を
実
施
す

る
場
合
の
区
域
。
本
町
は
、
厚
木

市
、
清
川
村
な
ど
と
と
も
に
県
央

障
害
保
健
福
祉
圏
域
に
属
す
る
。

福
祉
課
障
害
福
祉

班
1（
内
線
）２
４
５
・
２
４
６
へ
。
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誰
も
が
安
心
し
て
快
適
に
生
活
で
き
る
福
祉
社
会
へ

愛
川
町
障
害
者
福
祉
計
画
を
策
定

１
保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

充
実

３
障
害
者
の
生
活
の
質
の

向
上

４
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進

５
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進

６
防
災
対
策
の
推
進

７
推
進
体
制
の
整
備

２
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

理
念
の
浸
透



地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員

と
は
、
交
通
安
全
の
た
め
に
地
域

で
さ
ま
ざ
ま
な
活
躍
を
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
か
ら
、
神
奈

川
県
公
安
委
員
会
が
推
進
委
員
と

し
て
委
嘱
し
た
人
を
い
い
ま
す
。

春
・
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
、
夏
・
年
末
の
交
通
事
故
防
止

運
動
、
違
法
駐
車
追
放
運
動
、
暴

走
族
追
放
運
動
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

交
通
に
関
す
る
運
動
に
参
加
す
る

な
ど
、
地
域
の
交
通
安
全
と
円
滑

な
交
通
の
確
保
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
安

全
な
ど
の
相
談
や
、
実
地
調
査
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

推
進
委
員
は
、
県
下
の
各
警
察

署
に
設
置
さ
れ
た
「
地
域
交
通
安

全
活
動
推
進
委
員
協
議
会
」
に
所

属
し
、
警
察
署
の
管
轄
区
域
内
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
厚
木

警
察
署
管
内
に
は
、
30
人
（
厚
木

市：

24
名
、
愛
川
町：

５
名
、
清

川
村：

１
名
）
が
委
嘱
さ
れ
て
お

り
、
町
内
で
は
次
の
皆
さ
ん
が
推

進
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。平

成
15
年
・
16
年
の
地
域
交
通

安
全
活
動
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
。

（
敬
称
略
）

○
篠
崎
　
光
男
（
中
津
）

○
鳥
居
　
行
男
（
半
原
）

○
驂
川
　
操
（
中
津
）

○
鈴
木
　
博
司
（
中
津
）

○
古
座
野
　
真
澄
（
角
田
）

厚
木
警
察
署
管
内

交
通
安
全
協
会
1（
２
２
１
）
０
３

７
１
へ
。

大
き
く
変
化
す
る
社
会
情
勢
の

中
で
、
個
性
豊
か
で
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
運
営
の

仕
組
み
を
見
直
し
、
時
代
に
合
っ

た
も
の
へ
転
換
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
平
成
９
年
度
を
行
政
改

革
元
年
と
位
置
付
け
、
６
年
間
に

わ
た
り
事
務
事
業
の
改
善
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果

を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
今

後
も
町
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
よ

る
新
た
な
行
政
課
題
に
的
確
に
対

応
す
る
た
め
、
引
き
続
き
簡
素
で

効
率
的
な
行
財
政
の
確
立
を
目
指

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、「
こ
ん
な
仕
事
に
力
を

入
れ
て
ほ
し
い
」「
こ
の
事
業
は
改

善
す
べ
き
」
な
ど
行
政
の
改
善
・

改
革
に
関
し
て
の
率
直
な
ご
意

見
・
ご
提
言
を
、
町
民
皆
さ
ん
か

ら
広
く
募
集
し
ま
す
。
寄
せ
ら
れ

た
ご
意
見
な
ど
は
、
有
識
者
や
公

募
に
よ
る
町
民
な
ど
10
人
で
組
織

す
る
「
愛
川
町
行
政
改
革
懇
話
会
」

で
の
協
議
事
項
に
反
映
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
提
言
な
ど
は
４
月

21
日
（
月
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
で
企
画

課
企
画
調
整
班
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

企
画
課
企
画
調
整

班
1（
内
線
）
２
２
４
へ
。

フ
ァ
ク
ス
（
２
８
６
）
５
０
２
１

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

seisak
u
@
tow
n
.aik
aw
a.k
an

ag
aw
a.jp
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地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
を
ご
存
じ
で
す
か
！

町
税
の
全
期
前
納
報
奨
金
の
交
付
率

が
下
が
り
ま
す

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に
成
瀬
氏
が
就
任

行
政
の
改
善
や
改
革
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
!!

町
県
民
税
や
固
定
資
産
税
の
年

税
額
を
、
第
１
期
納
期
限
ま
で
に

全
額
納
め
た
場
合
に
交
付
さ
れ
る

全
期
前
納
報
奨
金
の
交
付
率
が
、

１
０
０
分
の
0.5
か
ら
１
０
０
分
の

0.3
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
で
、
全
期
前
納
か
ら
期

別
納
付
へ
の
変
更
や
、
口
座
振
替

を
廃
止
ま
た
は
新
た
に
口
座
振
替

を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
申
込
期

日
ま
で
に
金
融
機
関
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に
必
要

な
書
類
は
町
税
務
課
お
よ
び
指
定

金
融
機
関
に
あ
り
ま
す
。

※
全
期
前
納
報
奨
金
と
は
、
町
県

民
税
や
固
定
資
産
税
の
年
税
額

を
、
第
１
期
納
期
限
ま
で
に
全
額

納
め
た
場
合
、
固
定
資
産
税
で
最

高
９，

０
０
０
円
、
町
県
民
税
で

最
高
６，

０
０
０
円
が
年
税
額
か

ら
差
し
引
か
れ
る
も
の
で
す
。

税
務
課
収
納
班
1

（
内
線
）
２
３
５
・
２
３
６
へ
。

３
月
３
日
の
町
議
会
定
例
会
の

同
意
を
得
て
、
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
に
、
成
瀬
徳
治

氏
（
半
原
）
が
新
た
に
就
任
し
ま

し
た
。

税　目 申込期日 申込内容

固定 ４月10日
資産税 （木）

町県民税 ５月９日
（金）

口座振替
の新規・
変更・廃止
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新
入
学（
園
）児
を
交
通
事
故
か
ら

守
る
運
動
　
4
月
5
日（
土
）〜
11
日（
金
）

日
差
し
も
暖
か
く
た
く
さ
ん
の

花
が
咲
き
始
め
る
こ
の
季
節
は
、

新
入
学
（
園
）
の
季
節
で
も
あ
り
ま

す
。
新
し
い
世
界
に
ワ
ク
ワ
ク
し

て
い
る
お
子
さ
ん
は
、
ど
う
し
て

も
周
り
が
見
え
な
く
な
り
が
ち
で

す
。
交
通
安
全
は
最
初
が
肝
心
。

し
っ
か
り
と
交
通
ル
ー
ル
を
教
え

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

「
新
入
学
（
園
）
児
を
交
通
事
故

か
ら
守
ろ
う
」

１
　
新
入
学
（
園
）
児
の
交
通
事

故
防
止

２
　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

４
月
１
日
（
火
）
か
ら
、
パ
ス

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
パ
ス
ポ
ー
ト

を
申
請
す
る
際
、
住
民
票
の
写
し

が
不
要
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
（
住
基
ネ
ッ
ト
）
を
利
用

し
て
申
請
者
の
本
人
確
認
が
で
き

る
た
め
で
す
。

な
お
、
戸
籍
謄
（
抄
）
本
や
写

真
な
ど
の
関
係
書
類
は
今
ま
で
ど

お
り
必
要
で
す
。

次
に
該
当
す
る
方
は
、
住
基
ネ

ッ
ト
に
よ
る
本
人
確
認
情
報
が
利

用
で
き
な
い
た
め
、こ
れ
ま
で
ど

お
り
住
民
票
の
写
し
が
必
要
で

す
。

●
横
浜
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

（
現
在
、
横
浜
市
は
住
基
ネ
ッ
ト

に
接
続
し
て
い
な
い
た
め
、
横
浜

市
民
の
本
人
確
認
情
報
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
）

●
居
所
申
請
の
方
（
神
奈
川
県
以

外
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
で
、

一
時
的
に
神
奈
川
県
に
住
ん
で
い

る
学
生
や
６
カ
月
以
上
の
長
期
出

張
者
な
ど
）

神
奈
川
県
パ
ス
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
1
０
４
５
（
６
７

１
）
７
２
０
５
へ
。

犬
の
新
規
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

犬
を
飼
う
場
合
は
、
生
涯
１
回

の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ
の
は

が
き
が
届
き
ま
す
の
で
、
必
ず
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

１
匹
に

つ
き
３，
０
０
０
円

１
匹

に
つ
き
３，
２
２
０
円
（
注
射
料

金
２，
６
７
０
円
・
注
射
済
票
代

金
５
５
０
円
）

※
各
会
場
と
も
、
大
変
混
み
合
い

ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
犬
の
死
亡
、
飼
い
主
の
変
更
、

転
居
、
転
出
な
ど
の
際
に
は
届
出

が
必
要
で
す
。

環
境
課
環
境
対
策

班
1（
内
線
）
３
８
３
へ
。

飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
猫
の
引
き

取
り
に
つ
い
て
は
、
神
奈
川
県
動

物
保
護
セ
ン
タ
ー
1
０
４
６
３

（
５
８
）
３
４
１
１
へ
。

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
に

「
住
民
票
の
写
し
」
は
い
り
ま
せ
ん

月　日 会　場 時　間
坂本児童館 9：30 ～ 9：50
ニ井坂児童館 10：10 ～10：50

５/６（火） 桜台児童館 11：10 ～11：40
町役場中津出張所 13：00 ～13：20
レディースプラザ 13：40 ～14：00
県央愛川農協半原支所 9：30 ～10：20
下新久児童公園前広場 10：30 ～11：00

５/７（水）
ラビンプラザ 11：20 ～12：00
町役場半原出張所 13：00 ～13：20
田代運動公園

13：40 ～14：30
プール管理棟前
六倉児童館 9：30 ～10：10

５/８（木）
春日台児童館 10：30 ～11：30
上熊坂公園 13：00 ～13：20
小沢公民館 13：40 ～14：00
三増児童館 9：30 ～10：00

５/９（金）
県央愛川農協高峰支所 10：20 ～10：50
角田児童館 11：10 ～11：40
愛川町役場（庁舎裏） 13：00 ～14：00

犬の新規登録と狂犬病予防注射の日程
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教
職
員
人
事
異
動

７
４
人
が
転
退
職

転
任
・
転
入（
４
月
１
日
付
）（

）は
前
任
校

◆
中
津
小
学
校

▽
校
長
・
小
島
富
司
（
清
川
村
立
宮
ヶ

瀬
小
校
長
）
▽
中
村
佐
恵
子
（
半
原
小
）

▽
横
井
正
己
（
厚
木
市
立
三
田
小
）

▽
板
橋
康
史
（
清
川
村
立
宮
ヶ
瀬
小
）

▽
宍
戸
寿
恵
（
新
採
用
）
▽
當
原
綾
子

（
半
原
小
）

◆
高
峰
小
学
校

▽
校
長
・
瀧
本
か
な
子
（
厚
木
市
立
飯

山
小
教
頭
・
昇
任
）
▽
小
川
哲
子
（
同

毛
利
台
小
）
▽
端
山
洋
（
田
代
小
）

▽
太
田
隆
（
新
採
用
）

◆
田
代
小
学
校

▽
教
頭
・
田
中
伸
一
（
清
川
村
立
緑
小

教
頭
）

◆
半
原
小
学
校

▽
教
頭
・
近
藤
静
子
（
高
峰
小
教
頭
）

▽
安
田
春
政
（
中
津
小
）
▽
大
塚
智
子

（
中
津
第
二
小
）
▽
萩
原
祥
夫
（
高
峰

小
）
▽
山
本
弘
（
厚
木
市
立
北
小
）
▽

小
林
悦
子
（
高
峰
小
）
▽
高
木
信
子

（
新
採
用
）

◆
中
津
第
二
小
学
校

▽
栗
原
み
ち
代
（
厚
木
市
立
緑
小
）
▽

橋
本
良
一
（
菅
原
小
）
▽
大
塚
誠
一

（
半
原
小
）
▽
瀧
喜
典
（
厚
木
市
立
依

知
南
小
）
▽
原
知
子
（
新
採
用
）

◆
菅
原
小
学
校

▽
校
長
・
秦
啓
子
（
中
教
育
事
務
所
指

導
課
長
・
昇
任
）
▽
北
村
紀
子
（
中
津

第
二
小
）
▽
小
島
睦
夫
（
同
）
▽
市
橋

尚
規
（
新
採
用
）
▽
舘
森
純
子
（
中
津

小
）

◆
愛
川
東
中
学
校

▽
教
頭
・
平
野
光
治
（
愛
川
中
原
中
・

昇
任
）
▽
今
野
孝
紀
（
愛
川
中
）
▽
松

岡
成
人
（
厚
木
市
立
南
毛
利
中
）
▽
岩

崎
真
由
美
（
同
依
知
中
）
▽
小
林
亮
太

（
新
採
用
）
▽
斉
藤
曜
子
（
清
川
村
立

宮
ヶ
瀬
中
）

◆
愛
川
中
学
校

▽
教
頭
・
石
川
一
郎
（
厚
木
市
立
荻
野

中
・
昇
任
）
▽
高
木
光
人
（
同
藤
塚
中
）

▽
屋
代
順
司
（
同
相
川
中
）
▽
中
村
慎

輔
（
同
藤
塚
中
）
▽
山
口
誠
司
（
新
採

用
）

◆
愛
川
中
原
中

▽
石
井
輝
夫
（
厚
木
市
立
藤
塚
中
）
▽

海
野
浩
（
愛
川
中
）
▽
片
山
智
絵
子

（
厚
木
市
立
荻
野
中
）
▽
鶴
田
洋
祐

（
新
採
用
）

転
　
出（
３
月
31
日
付
）（

）は
新
任
校

◆
中
津
小
学
校

▽
校
長
・
齋
藤
遙
希
（
厚
木
市
立
上
依

知
小
校
長
）
▽
溝
呂
木
真
帆
（
同
森
の

里
小
）

◆
田
代
小
学
校

▽
教
頭
・
中
村
隆
幸
（
清
川
村
立
緑
小

校
長
・
昇
任
）
▽
原
幸
夫
（
同
緑
小
）

▽
加
藤
信
行
（
厚
木
市
立
鳶
尾
小
）

◆
半
原
小
学
校

▽
校
長
・
小
林
英
樹
（
厚
木
市
立
小
鮎

小
校
長
）
▽
熊
坂
弥
生
（
同
三
田
小
）

▽
山
口
恩
（
清
川
村
立
緑
小
）

◆
中
津
第
二
小
学
校

▽
平
和
枝
（
津
久
井
町
公
立
学
校
）

◆
菅
原
小
学
校

▽
和
田
圭
子
（
厚
木
市
立
荻
野
小
）
▽

上
田
直
子
（
同
妻
田
小
）

◆
愛
川
東
中
学
校

▽
校
長
・
花
家
忠
生
（
厚
木
市
立
南
毛

利
中
校
長
）
▽
川
俣
歌
子
（
神
奈
川
県

立
養
護
学
校
）
▽
菊
地
原
美
幸
（
同
）

▽
神
坂
典
江
（
大
和
市
公
立
学
校
）
▽

大
泉
亜
希
子
（
清
川
村
立
宮
ヶ
瀬
中
）

◆
愛
川
中
学
校

▽
教
頭
・
薄
井
一
三
（
厚
木
市
立
毛
利

台
小
教
頭
）
▽
東
史
郎
（
同
南
毛
利
中
）

▽
野
口
雅
弘
（
同
睦
合
中
）
▽
佐
野
昌

美
（
愛
川
町
教
育
委
員
会
・
指
導
主
事
）

▽
飯
塚
知
栄
子
（
清
川
村
立
緑
中
）
▽

野
村
直
子
（
相
模
原
市
公
立
学
校
）

◆
愛
川
中
原
中
学
校

▽
本
間
洋
一
郎
（
厚
木
市
立
依
知
中
）

◆
愛
川
町
教
育
委
員
会

▽
田
所
健
司
（
神
奈
川
県
教
育
庁
愛
甲

教
育
事
務
所
）

昇
　
任
（
自
校
）（
４
月
１
日
付
）

◆
高
峰
小
学
校

▽
教
頭
・
佐
藤
直
人

◆
半
原
小
学
校

▽
校
長
・
本
杉
貴
生

◆
愛
川
東
中
学
校

▽
校
長
・
河
野
憲
昭

退
　
職
（
３
月
31
日
付
）

▽
校
長
・
佐
久
間
道
夫
（
高
峰
小
）

▽
校
長
・
山
本
康
子
（
菅
原
小
）

▽
近
藤
ま
ち
子
（
半
原
小
）

▽
若
林
礼
子
（
中
津
小
）

課
長
級

総
務
課
専
任
主
幹

小
野
澤
豊（
同
主
幹
）

企
画
課
専
任
主
幹

齋
藤
誠（

環
境
課
主
幹
）

管
財
契
約
課
長

齋
藤
公
一
（
住
民
課
長
）

住
民
課
長

大
塚
孝
夫（

健
康
づ
く
り
課
長
）

健
康
づ
く
り
課
長

澤
田
孝
夫

（
管
財
契
約
課
長
）

健
康
づ
く
り
課
専
任
主
幹

幸
田
孝
男
（
水
道
事
業
所
主
幹
）

農
政
課
長

本
間
利
雄
（
下
水
道
課
長
）

下
水
道
課
長

鈴
木
敏
孝

（
監
査
委
員
事
務
局
専
任
技
幹
）

監
査
委
員
事
務
局
長

大
野
次
郎

（
農
政
課
長
）

消
防
本
部
次
長

齋
藤
増
雄

（
消
防
署
長
兼
消
防
本
部
次
長
）

消
防
署
長

大
野
哲（
消
防
本
署
副
署
長
）

消
防
本
署
副
署
長

竹
松
正
男

（
消
防
半
原
分
署
長
）

主
幹
級

企
画
課
企
画
調
整
班
主
幹

脇
嶋
幸
雄
（
同
副
主
幹
）

企
画
課
財
政
班
主
幹

伊
従
健
二

（
同
情
報
シ
ス
テ
ム
班
主
幹
）

企
画
課
情
報
シ
ス
テ
ム
班
主
幹

高
橋
浩
一
（
文
化
会
館
主
幹
）

税
務
課
収
納
班
主
幹

榎
本
守

（
道
路
課
道
路
管
理
班
主
幹
）

福
祉
課
障
害
福
祉
班
主
幹

染
矢
敬
一
（
同
副
主
幹
）

福
祉
課
児
童
福
祉
班
主
幹

佐
藤
隆
男
（
企
画
課
財
政
班
主
幹
）

長
寿
課
介
護
保
険
班
主
幹

市
川
昇
（
議
会
事
務
局
議
事
班
主
幹
）

住
民
課
交
通
防
犯
班
主
幹

中
村
武
司
（
同
副
主
幹
）

愛
川
聖
苑
主
幹

古
座
野
信
夫

（
税
務
課
町
民
税
班
主
幹
）

健
康
づ
く
り
課
健
康
づ
く
り
班
主
幹

平
本
明
敏
（
長
寿
課
介
護
保
険
班
主
幹
）

健
康
づ
く
り
課
国
民
健
康
保
険
班
主
幹

沼
田
孝
作
（
同
副
主
幹
）

環
境
課
環
境
対
策
班
主
幹

吉
川
進

（
福
祉
課
児
童
福
祉
班
主
幹
）

環
境
課
廃
棄
物
対
策
班
主
幹

小
島
治
重
（
同
環
境
対
策
班
主
幹
）

環
境
課
廃
棄
物
対
策
班
主
幹
﹇
ご
み
処
理

広
域
化
推
室
﹈

小
笠
原
年
洋

（
都
市
施
設
課
核
づ
く
り
班
主
幹
）

美
化
プ
ラ
ン
ト
所
長

大
八
木
尚
一

（
税
務
課
収
納
班
主
幹
）

道
路
課
道
路
管
理
班
主
幹

橋
本
和
明

（
愛
川
聖
苑
主
幹
）

都
市
施
設
課
公
園
緑
地
班
技
幹

高
生
信
夫
（
三
増
公
園
技
幹
）

下
水
道
課
工
務
班
技
幹

井
上
政
春

（
都
市
施
設
課
公
園
緑
地
班
技
幹
）

議
会
事
務
局
議
事
班
主
幹

小
島
義
正

（
住
民
課
住
民
相
談
班
主
幹
）

監
査
委
員
事
務
局
監
査
班
主
幹

大
貫
博
（
同
副
主
幹
）

教
育
総
務
課
学
校
教
育
班
主
幹
　
佐
藤
貴

（
生
涯
学
習
課
青
少
年
教
育
班
主
幹
）

教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
指
導
主
事

中
村
正
（
指
導
室
指
導
班
主
幹
）

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班
主
幹

河
内
健
二
（
企
画
課
企
画
調
整
班
主
幹
）

文
化
会
館
主
幹
　
和
田
弘
之

（
教
育
総
務
課
学
校
教
育
班
主
幹
）

田
代
運
動
公
園
技
幹

小
川
充

（
美
化
プ
ラ
ン
ト
所
長
）

三
増
公
園
技
幹

北
村
尚
之

（
下
水
道
課
工
務
班
技
幹
）

消
防
署
半
原
分
署
長

小
野
賢
二

（
半
原
分
署
主
幹
）

水
道
事
業
所
業
務
班
主
幹

大
矢
秋
夫

（
健
康
づ
く
り
課
健
康
づ
く
り
班
主
幹
）

副
主
幹
級

総
務
課
副
主
幹

橋
原
義
則

（
田
代
運
動
公
園
副
主
幹
）

総
務
課
副
主
幹

相
馬
真
美

（
環
境
課
廃
棄
物
対
策
班
副
主
幹

﹇
ご
み
処
理
広
域
化
推
進
室
﹈）

総
務
課
副
主
幹

中
村
美
雪

（
同
主
査
）

福
祉
課
か
え
で
の
家
副
主
幹

山
闢
一
男
（
総
務
課
副
主
幹
）

高
峰
保
育
園
副
園
長

高
木
益
代

（
中
津
保
育
園
副
園
長
）

農
政
課
副
技
幹

大
木
偉
彦

（
税
務
課
副
技
幹
）

指
導
室
指
導
主
事

佐
藤
千
代
乃

（
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
副
主
幹
）

指
導
室
指
導
主
事

佐
野
昌
美

（
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
）

生
涯
学
習
課
副
主
幹

伊
従
芳
昭

（
管
財
契
約
課
副
主
幹
）

消
防
本
署
副
主
幹

近
藤
良

（
半
原
分
署
副
主
幹
）

消
防
半
原
分
署
副
主
幹

新
倉
哲
夫

（
消
防
本
署
副
主
幹
）

消
防
半
原
分
署
副
主
幹

伊
従
彰
芳

（
同
主
査
）

消
防
半
原
分
署
副
主
幹

内
藤
肇（同

主
査
）

定
年
退
職
（
３
月
31
日
付
）

三
澤
佑
子
（
福
祉
課
副
技
幹
）

新
井
　
攻
（
総
務
課
技
能
主
査
）

木
藤
信
子
（
半
原
小
学
校
調
理
作
業
員
）

羽
賀
信
子
（
田
代
小
学
校
調
理
作
業
員
）

合
川
明
子
（
田
代
小
学
校
調
理
作
業
員
）

相
澤
幸
宏
（
三
増
公
園
技
能
主
査
）

４
月
１
日
付
副
主
幹
級
以
上

（

）
は
前
職

74
人
が
転
退
職
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環境への関心を高めてもらおうと、このほど町環境課が企画した「ケナフで作

るはがき教室」に、町内の親子ら37人が参加しました。

ケナフはおよそ3メートルまで成長し、黄色い花が咲くインド原産の植物。ほか

の植物に比べて大量の二酸化炭素を吸収することから、地球温暖化の抑制に役立

つといわれています。

会場となった町文化会館3階研修室では、講師の指導を受けながら、親子らがケ

ナフの茎からパルプを作り、手すきをして、はがきを作るまでの工程を体験しま

した。

ナフで作るはがき教室に37人が参加ケ

I C S

乳幼児を抱え、まさに子育て真っ最中の母親たちの声を聴こうと、このほど町福祉セ

ンターで行われた町長との座談会に、町内の母親21人が参加しました。

町はこれまで、町長が直接、町民皆さんの声を聴く場として、町長と話し合うつどい

や、地域の女性を対象とした座談会などを行ってきましたが、乳幼児を抱える子育て中

の母親たちに対象を絞った座談会は今回が初めて。

参加者からは「ベビーカーを押しながら安全に歩ける歩道の整備をしてほしい」「また

こうした座談会を開いてほしい」などの意見が出されました。

育て中の母親の声を聴く
町長との座談会子
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3月3日（月）、町内の保育園で女の子の健やかな成長を祝うひな祭り会が行

われ、子どもたちは桃の節句を祝いました。

中津保育園で行われたひな祭りでは、会場に園児手作りのひな人形が飾ら

れ、保育士からの話やひな祭りのスライドが上映されました。また、隠され

たひな人形をクラスごとに探すゲームで園児は大喜び！なんと、見つけたひ

な人形には、大好きなキャンディーが入っていました。

最後は元気な声で「ひな祭り」の歌を歌い、楽しい思い出をつくりました。

たしもおひな様になりたいな。
保育園でひな祭り会わ

2月22日（土）から3月2日（日）まで、中津

のレディースプラザで第3回公民館まつり「レ

ディースプラザフェスティバル」が開催され

ました。

44ものサークルが日ごろの活動を紹介しよ

うと、陶芸や押し花、籐
とう

作品、シャドウボッ

クス、パッチワーク、写真などを展示したほ

か、エアロビクスや歌の発表、パソコンを使

った名刺作りなどの体験教室が行われ、大勢

の来場者でにぎわいました。

て！見て！楽しんで！
レディースプラザフェスティバルが開催

来

T O P

鈴木正さん（中津）が、神奈川県厚木土木事務所へド

ウダンツツジを寄附したことから、このほど紺綬褒章を

受章しました。

鈴木さんは昨年３月、同事務所が管理する県立あいか

わ公園の一部開園（昨年４月）に合わせ、およそ30年間

にわたり、自ら丹精込め育てたドウダンツツジ908本を

寄附したものです。その評価額は、約1,305万円。

同公園内の中央広場などに植えられたドウダンツツジ

は、4月中旬ごろ見ごろを迎えます。

木正さんが
紺綬褒章を受章

鈴



日
本
人
の
心
の
ふ
る
さ
と
言
わ
れ
て
い
る
民
謡
は
、
地
方
色
豊
か
な
さ
ま

ざ
ま
な
歌
が
あ
り
、
歌
っ
て
も
踊
っ
て
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
「
辰
美
会
」
は
、
民
謡
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
者
た
ち
が
集
ま

る
サ
ー
ク
ル
で
、
平
成
10
年
６
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
初
め
は
民
謡
な
ど
踊

っ
た
こ
と
の
な
い
初
心
者
ば
か
り
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
辰
美
舞
華
先

生
の
指
導
で
腕
前
は
め
き
め
き
と
上
達
。
今
で
は
日
本
全
国
の
民
謡
を
た
く

さ
ん
踊
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
八
木
節
に
挑
戦
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

平
成
12
年
に
は
愛
川
民
謡
協
会
に
加
入
し
、
毎
年
３
月
に
町
文
化
会
館
で

行
わ
れ
る
「
民
謡
協
会
発
表
会
」
や
、
そ
の
ほ
か
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
親
ぼ
く
を
深
め
る
た
め
に
出
掛
け
た
山
形
旅

行
で
は
、
花
笠
ま
つ
り
に
飛
び
入
り
参
加
。「
ヤ
ッ
シ
ョ
、
マ
カ
シ
ョ
!!
」

と
思
い
切
り
踊
っ
て
き
ま
し
た
。

み
ん
な
と
楽
し
く
踊
れ
る
民
謡
は
、
若
々
し
さ
を
保
つ
だ
け
で
な
く
、
毎

日
を
素
晴
ら
し
く
過
ご
す
た
め
の
生
き
が
い
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
で

も
入
会
で
き
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
練
習
は
、
毎
週
月

曜
日
、
上
熊
坂
児
童
館
で
午
後
７
時
か
ら

10
時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
と
明
る
く
楽
し
く
踊

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
女
性
だ
け
で
な
く
、

男
性
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

1（
２
８
６
）
２
１
５
１
　

奥
村
ま
で
。

サ
ー
ク
ル
紹
介
No.
52

【
辰

巳

会
】

このコーナーでは、あなたの自慢の作品を紹介させていただきます。家族やペットの写真・

自作のイラストなどをお送りください。（営利目的や宗教・政治色が強いものは掲載できません。

お送りいただいた作品すべてを掲載できない場合もあります）

町内在住の方で、作品と住所・氏名・年齢・電話番号・作品の解説などを明記の上

お送りください。 〒243－0392 角田251－1 愛川町役場総務課広報広聴班

5才のいとこです。

（八木陽菜さん）

群馬県上野村の川和自然公園へ出掛けました。
幼なじみの3人です。

（山口都代子さん）

今年1月に生まれたわが家の天使雄晴
ゆうせい

です。
おふろに入る前のひととき。

（奥山千秋さん）

122003.April

た

つ

み

か

い

●
お
知
ら
せ
●

サ
ー
ク
ル
フ
ァ
イ
ル
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

掲
載
希
望
の
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
班
1（
内
線
）２
１
２
へ
。
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今月号の広報あいかわを読んで、クイズに挑戦し

てください。正解者の中から抽選で5人の方に、図書

券（1,000円分）をプレゼントします。

町内に在住の方で、1人1通に限ります。は

がきに答え・住所・氏名・年齢・電話番号・本誌のご感

想を記入の上、お送りください。

（FAX可）

4月7日（月）当日消印有効

〒243－0392 角田251－1

愛川町役場総務課広報広聴班

（FAX番号286－5021）

正解と当選者は5月1日号でお知らせします。

平成15年度の当初予算総額は209億7,300万円で
す。では、一般会計の予算額は次のどれでしょう？

① 114億3,500万円
② 95億3,800万円
③ 111億3,500万円

3月号の答えと当選者（敬称略） ■正解：③ 4月4日～4月12日　■当選者：小笠原清美・佐藤正樹・高部則男・谷内ノリ子・奈良淑

昨年9月、町福祉センター3階にオープンした子育て支援センターでは、利
用者の皆さんが楽しく利用できるように、季節に合わせた遊びや講話、手遊
びなどに趣向を凝らしています。
子育て支援センターに集まった子供たち同士の触れ合いは大切ですし、友
達と遊んでいる様子から、わが子の成長が見えてくることもあります。また、
子どもの行動から親として学ぶこともたくさんあります。一方、母親たちも
話をすることで気が楽になったり、「ホッ」としたりできます。親子で楽しく
遊ぶ子育て支援センターを気軽にご利用ください。

月～金（年末年始と祝日は休み） ・午前9時30分～11時30分
・午後2時～4時

子育て支援センター1（281）8345へ。

雨の日など家の中だと

イライラしますが、セ

ンターへ行くと友達に

も会えるし、とても助

かります。

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

このコーナーでは、これから親になる方、
そして今子育て真っ最中の方に少しでも役立てていただこうと、
“親と子の関係”について掲載していきます。

利用者からの声

「0歳児の広場」で

聞いた栄養士さんか

らの離乳食の話が、

ためになりました。

今年度から月1回「子育て“ホッ”とタイム」と称して、いろ
いろな方を招いて、親子で楽しく学ぶ時間を計画します。

4月15日（火）午前10時～11時
「子どもの事故防止と応急手当」
町消防士
子育て支援センター

※5月16日（金）・6月16日（月）のいずれも午前10時から11時ま
で、同じ内容で開催する予定です。

子育て　　　 とタイム“ホッ”
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町では、生涯学習推進プランの事業内容
や在り方について助言をいただく「生涯学
習推進協議会委員」と、男女共同参画社会
の実現に向けたまちづくりのために意見や
助言をいただく「愛川パートナープラン推
進協議会委員」を募集します。

教育委員会生涯学
習課11（内線）527へ。

（286）4588

shogaigakusyu@town.aikawa.kana
gawa.jp

町の農林畜産業を紹介する農林まつりを
開催します。当日は花の苗などのプレゼン
トもありますので、ご家族おそろいでお出
掛けください。

4月26日（土）・27日（日）いずれも
午前10時～午後3時（小雨決行）

町役場庁舎周辺
草花・植木・野菜・野菜苗・鶏卵・

堆
たい

肥
ひ

の販売ほか。

愛川町農林まつり実行委員会
農政課農政班1（内線）303へ。

4月16日（水）※5月15日～6月14日分
5月15日（木）※6月15日～7月14日分

第1号公園体育館会議室
午前8時45分～

第1号公園体育館1（285）
1818へ。

4月2日（水）※5月分抽選会
5月1日（木）※6月分抽選会
第1号公園体育館会議室
午前9時～

第1号公園体育館1（285）
1818へ。

テニスコートの利用については、5月末
日分まで随時受け付けています。

三増公園陸上競技場1（281）
6777へ。

4月16日（水）※5月15日～6月
14日分

田代運動公園
午前9時～

田代運動公園1（281）
0427へ。

11日と18日のいずれも金曜日午前10時
から午後3時まで、役場相談室で弁護士が
相談に。5月は2日と16日を予定。相談を
希望される方は電話予約を。予約をされる
方は、相談日の11日前の月曜日から受付
をします。（月曜日が祝日の場合は翌日）
住民課1（内線）255（有線）4822へ。

3日、7日、10日、14日、17日、21日、
24日、28日の午前10時から午後4時まで、
役場相談室で消費生活専門相談員が相談
に。（電話での相談も可）

9日と23日のいずれも水曜日、午前10
時から午後4時まで、役場相談室で交通事
故専門相談員が相談に。相談を希望される
方は住民課へ電話予約を。

11日（金）の午後1時30分から3時30分
まで、役場相談室で人権擁護委員、行政相
談員が相談に。（電話での相談も可）

16日（水）の午後1時から4時まで、役場
相談室で建築事業組合愛川の会員の方が新
築や増改築、耐震建築などの相談に。

10日（木）午後1時から4時まで、役場相
談室で神奈川県行政書士会厚木支部の会員
の方が相談に。

は、毎週、月・火・木・金曜
日の午前9時から午後4時まで、役場教育
開発センター1（内線）546で、教育相談員
が相談に応じます。

は、7日（月）にレディースプ
ラザで、21日（月）にラビンプラザでいず
れも午前10時から午後3時まで行います。
※相談指導教室およびスクールカウンセラ
ー相談に関することも、同センターにお問
い合わせください。

は、土曜・日曜・祝日を除＜
毎日、教育開発センター1（内線）546で受
け付けています。

ー シ ョ ン

スポーツ

相　談

生涯学習 愛川パートナー
推進協議会 プラン推進
委員 協議会委員

募集人員 ２人 ４人

応募資格

応募期限 4月30日（水）
任　　期 平成17年３月31日まで

謝　　礼
日額６千円
（年間３回程度の会議を行います）

応募方法

選考結果 6月上旬に応募された全員へ通知します。

20歳以上（平成15年４月１日現在）
の町内在住者の方で、任期中、年
３回程度の会議（原則として平日）
に出席できる方。ただし、公務員
など公職にある方および公募によ
り他の審議会委員に当たっている
方を除きます。

応募用紙に必要事項を記入し、「町の
生涯学習推進について」または「こ
れからの男女共同参画へ向けたまち
づくりについて」のレポートと一緒
に生涯学習課へ提出してください。
郵送、ファクス、電子メールでも受
け付けています。 ※応募用紙は生
涯学習課・中津出張所・半原出張
所・ラビンプラザ・レディースプラ
ザにあります。町のホームページか
らも取り出せます。
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イ ン フ ォ メ

つつじまつりを開催
22,000本を超えるツツジが満開の県立
あいかわ公園で「つつじまつり」を開催し
ます。各種体験教室や地元生産品の販売な
どたくさんの催しがあります。広大な園内
を散策したり、ロードトレインに乗ったり
と公園施設も併せてお楽しみください。

4月20日（日）午前10時～午後3時
県立あいかわ公園（半原）
あい染め体験、和紙作り体験、木

工教室、地元の銘菓・銘酒などの販売ほか。
あいかわ公園つつじまつり実行委員会

商工課商工観光班1（内線）
341へ。

おりがみをたのしもう

端午の節句に飾る作品を作ってみませんか。
4月26日（土）午前10時～正午
文化会館3階和室
町内在住・在勤の方
20人（先着順）※事前

にお申し込みください。
先の丸いはさみ
無料

図書館1（内線）
570・571へ。

法務教官の採用試験
人事院・法務省では、少年院および少年
鑑別所の職員として、非行少年の矯正教育
などに携わる「法務教官」の採用試験受験
者を募集します。

昭和49年4月2日～昭和57年4
月1日生まれの方（それ以降の生まれでも、
短大などの卒業者などは受験できる場合が
あります）

第1次試験（筆記試験）6月15日（日）
4月1日（火）～4月17日（木）

・東京矯正管区職員課1048（600）1502
へ。（さいたま市北袋町１－２１－２さ
いたま新都心合同庁舎２号館）
・神奈川医療少年院庶務課1042（772）
2145へ。（相模原市小山4―4―5）

町立小学校の授業や各種学習活動を行う
上で、教員の補助をしていただく「学習活
動サポーター」を募集します。

毎週月～金、1日6時間勤務（原
則）※勤務形態などは勤務する学校との相
談になります。

若干名
①幼稚園・小学校・中学校の教

員免許をお持ちの方、または1年以内に取
得見込みの方。②保育に関する資格をお持
ちの方など。

4月15日（火）までに自筆の履歴
書（市販のもの）を教育委員会指導室へ提
出してください。

教育委員会指導室1（内線）
545へ。

●ホール

※「夢カード」で文化会館前売り券が交換できます。

月日 催　し 開演 終演 主　催 入　場

譲りたい
▽ベビー用掛け・敷布団 ▽タンス
▽柔道着 ▽ベビーカー ▽電気オル
ガン ▽籐

とう

の入れ物 ▽サイドボード
▽学習机を無償で。
▽チャイルドシート ▽冷蔵庫 ▽洗
濯機を価格相談で。

譲り受けたい
▽全自動洗濯機 ▽子ども服（男子用）
▽ベビー服 ▽書道セット ▽子供用
タンスを無償で。
▽２段ベッド ▽愛川幼稚園女子制服
を価格相談で。

住民課住民相談班1（内線）255へ。

4/13
（日）

13：30 18：00
あんだんてピアノの会
発表会

熊沢
1042（761）6164

無料
（先着535人）

●展　示

4/13（日）
〜

4/28（月）
平成15年度新春書初上位入選展

愛川町書道協会
梅沢1（285）0656

期間 催　し 主　催

※展示場所についてはすべて1階で、入場無料となっております。なお、通常の展示時間は
午前9時から午後5時です。
※問い合わせは直接主催者にお願いします。

4/20
（日）

13：00 16：30
藤間流みどり会
チャリチィーおさらい会

来住野
1（281）2281

無料
（先着535人）

4/24
（木）

13：00 17：00
撚糸組合100周年
記念式典

半原撚糸組合
落合1（281）0313

無料
（先着535人）

4/27
（日）

13：00 16：00扇靖流　大正琴発表会
大矢
1（281）2588

無料
（先着535人）

話題の本

▼月は静かに（丸山　健二）
▼火の粉（雫井　脩介）
▼ハゴロモ（よしもと　ばなな）
▼なにわの夕なぎ（田辺　聖子）
▼父と子の旅路（小杉　健治）
▼半次捕物控　疑惑（佐藤　雅美）

お知らせ
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マタニティ・セミナー（春コース）
5月14日（水）・19日（月）・26日

（月）・6月9日（月）午後1時30分～4時（5月
14日は午前10時～午後1時）
※4日間1コース（予約制）

レディースプラザ調理室（1日目）、
町保健センター（2～4日目）

初めてお母さんお父さんになる方
※6月9日（月）はご夫婦でも参加できます。

母子健康手帳、筆記用具
健康づくり課予防

班1（内線）263・264へ。

40歳人間ドック
皆さんの健康意識を高めていただき、生活
習慣病の早期発見、早期治療に役立てるため、
40歳人間ドックを実施します。対象者には4
月初旬に申込用紙をお送りしますので、申込
用紙が届かない方は健康づくり課健康づく

り班までご連絡ください。
昭和38年4月2日から昭和39年4

月1日までに生まれた方で、今年の4月1日
現在、町内に在住している方

町指定検査機関での検査料の
半額（消費税は除く）を町が負担します。
（2万5千円を上限とします）
※｢がん検診｣と｢40歳人間ドック｣のどち
らを受診するか迷われている方は、この機
会に、より広範囲な検査内容の「40歳人
間ドック」を受診しましょう。

健康づくり課健康づくり班1

（内線）262へ。

やすらぎ健康相談
乳幼児からお年寄りまで
生活習慣病、育児相談、栄養相談
午前10時～11時
4月9日（水） 熊坂児童館
4月14日（月）春日台児童館
4月21日（月）ラビンプラザ
4月25日（金）細野児童館

※ご希望の方は当日直接会場へお越しくだ
さい。

健康づくり課健康づくり班1

（内線）261へ。

成15年度　食生活改善推進委員養成講座
受講生を募集
食生活改善を推進する地域のボランティ
アを養成するために、｢食生活改善推進委
員養成講座｣を開催します。

5月16日（金）から平成16年2月20
日（金）までの、主に第1・3金曜日全15回
（原則として午前10時～午後2時）

レディースプラザほか
食生活改善、公衆衛生に関する知識

と実践のための技術習得
※詳細についてはお問い合わせください。

15人
無料（材料費は一部自己負担願い

ます）
継続的に出席可能で、食生活改善推

進意欲が高く、ボランティアとして活動で
きる方

4月18日（金）まで
に健康づくり課1（内線）263・264へ。

町民健康相談
4月7日（月）
成人：午前9時～10時

乳幼児とその保護者：午前10時～11時
町保健センター
乳幼児からお年寄りまで
生活習慣病、育児・栄養相談、血圧

測定、尿検査など
健康づくり課健康づくり班1

（内線）263へ。 ※ご希望の方は当日直接
会場へお越しください。

厚木保健福祉事務所からのお知らせ
（病気の方などの食事相談）

4月1日（火）・15日（火）
（心の病気や

社会復帰などの相談。アルコール・薬物・
シンナーなどの依存症の相談も行います）
4月7日（月）・16日（水）・24日（木）
※4月16日（水）は町福祉センターで開催

（物忘
れがひどくなるなど、痴ほうについての相
談）
4月2日（水）

（発育や子育てについて、
小児科医、臨床心理士、理学療法士が相談
に応じます）
4月3日（木）

（18歳未満で心配の
ある方）
4月24日（木）

（心身に障害を
持つ6歳未満の幼児）
4月3日（木）

（対象は20～39歳の方）
4月22日（火）

（電話相談は随時受付）
毎週月曜日

（午前9時～10
時30分、料金は無料）
毎週水曜日

厚木保健福祉事務
所1（224）1111へ。
※会場は厚木保健福祉事務所
※事前に電話で予約をしてください。

イ ド

●町健康づくり課 1285─2111（内線261～264）

オリエンテーション（保健師）
1日目

栄養の話（栄養士）
5／14

クッキング（調理実習）
（水）

エプロン・材料費（300円）
お母さんと赤ちゃんの歯の話（歯科衛生士）

2日目 お産の経過・母乳で育てよう（助産婦）
5／19 妊婦体操
（月） 歯ブラシ・コップ・手鏡・バスタオル

※運動できる服装でお越しください　
3日目 赤ちゃんの衣類と心
5／26 子育ての話・卒業生との集い
（月） 先輩ママさんと赤ちゃんも参加します

赤ちゃんのお風呂

4日目
ＶＴＲ上映

6／9
まとめ

（月）
赤ちゃんの人形を使いお風呂に入れる
実習です。※ご夫婦でも参加できます。
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乳幼児の健康診査

午後1時15分～2時15分
町保健センター

健康づくり課予防班1（内線）
263･264へ。

※4カ月児健診については、神経芽細胞腫
（小児がんの一種）の用紙をお渡しします
ので、病院などで健診済みの方も必ずお越
しください。
※3歳6カ月児健診については、対象者へ4
月下旬に必要書類をお送りします。（届か
ない方はご連絡ください。）

離乳食の講習会
4月22日（火）
午後1時10分～1時30分
町保健センター
生後4～8カ月の初めてのお子さん

とお母さん
母子健康手帳、スプーン、筆記用具

栄養士の講話・離乳食の進め方と試食
予約制ですので4

月18日（金）までに健康づくり課予防班1

（内線）263･264へ。

スキンシップ教室
赤ちゃんとお母さん！保健センターへ遊
びに来ませんか？
ベビーマッサージや身長・体重測定、育
児の相談など内容も盛りだくさん、友だち

もたくさんできると思います。お気軽にご
参加ください。

4月15日（火）午前10時～11時30
分（受付は9時45分～）

町保健センター
生後2カ月～1歳未満のお子さんと

お母さん（1歳以上のきょうだいがいる場
合はご相談ください。）

母子健康手帳、バスタオル（赤ち
ゃん用）

健康づくり課予防
班1（内線）263･264へ。
※初めて参加される方は予約が必要です。

ポリオ生ワクチン予防接種
午後1時～1時45分
町保健センター
満3カ月～7歳6カ月未満のお子さん

①ポリオ生ワクチンは、生後3カ月～7歳6
カ月までのうちに6週間以上の間隔をおい
て、2回服用することになっています。（望
ましい接種年齢は生後3カ月～1歳5カ月）
②当日、接種会場で体温を測りますので、
早めにお越しください。なお、接種を受け
る前に必ず「予防接種と子どもの健康」を
読み、接種の必要性や副反応について理解
しておきましょう。
③ポリオ投与後、ほかの予防接種を受ける
場合は、4週間以上期間を空けてください。

町では個別接種（三種混合・二種混合・
麻しん・風しん・日本脳炎）の予防接種に
ついては、予防接種協力医療機関で実施し
ていますが、アレルギーや神経疾患などで、
専門医療機関での接種が必要なお子さんに
ついては、北里大学病院、厚木市立病院、
東海大学病院で接種できます。
かかりつけの医師または、健康づくり課
予防班へお問い合わせください。

健康づくり課予防班1（内線）
263・264へ。

お子さんの歯科保健指導

お子さんにむし歯はありませんか？むし
歯を無くし丈夫な体をつくりましょう。

町保健センター
母子健康手帳・歯ブラシ・タオ

ル・コップ・乳幼児手帳のアンケート
健康づくり課予防班1（内線）

263・264へ。

※育児について心配のある方は、保健師が
相談をお受けします。
※初回の対象は、2歳児歯科検診を初めて受
診される方。（むし歯予防教室未受診の方）
※2歳児歯科検診では身長・体重測定も行
っています。

保 健 ガ

対　象

4 カ月児
（14年12
月生まれ）

10カ月児
（14年7月
生まれ）

1歳6カ月児
（13年10月
生 ま れ ）

3歳6カ月児
（11年10月
生 ま れ ）

5月6日
（火）

5月1日
（木）

5月9日
（金）

5月13日
（火）

母子健康手帳、
乳幼児手帳の
アンケート

母子健康手帳、
乳幼児手帳の
アンケート

母子健康手帳、
歯ブラシ、タオ
ル、当日の朝の
尿、アンケート
用紙、視力・聴
力の調査票（記
入済みのもの）

期　日 持ち物

母子健康手帳、
歯ブラシ、タオ
ル、乳幼児手帳
のアンケート

期　日 対　象　者
4月4日 平成14年1月・2月生まれの
（金） お子さん。
4月7日 平成14年3月・4月生まれの
（月） お子さん。
4月9日 平成14年5月・6月生まれの
（水） お子さん。

4月14日
（月）

4月16日 平成14年7月・8月生まれの
（水） お子さん。
4月18日 平成14年9月・10月生まれの
（金） お子さん。
4月21日 平成14年11月・12月生まれの
（月） お子さん。

4月23日
（水）

半原・田代・角田・三増・春
日台地区にお住まいの平成13
年12月生以前～7歳6か月未満
で未接種のお子さん。

中津地区にお住まいの平成13
年12月生以前～7歳6か月未満
で未接種のお子さん。

教室名
むし歯
予　防
教　室

期　日

4月17日
（木）

対　象 受　付

14年3月
生まれ

午前9時
4 5分～
9時55分

歯科検診
・

育児相談

4月17日
（木）

12年9月
・

13年3月
生まれ

午後1時～
2時30分



182003.April

イ ド

●町健康づくり課 1285─2111（内線261～264）

平成15年4月～平成16年3月　※診療時間（午前9時～11時30分、午後2時～4時30分）

都合により当番医が変更になる場合がありますので、必ず電話などで確認してからお出掛けください。
※ゴールデンウィークおよび年末年始は、下記の厚木市メジカルセンターをご利用ください。

診療日 昼間の診療時間 夜間の診療時間
休日 午前9時～11時30分

年末・年始 午後2時～4時30分
午後6時～9時30分

土曜日 午後6時～9時30分
平日 午後7時～9時30分

救急医療一覧表

※休日および夜間診療は、救急患者に備えて設けられたもので一般診療所では
ありません。

岡本医院 徳田医院 石井医院 熊坂医院 関根医院 河野内科医院 春日台病院 和田医院 平和クリニック
月 1（281）0114 1（285）0012 1（281）1970 1（285）1139 1（286）5431 1（286）7700 1（285）3322 1（281）3688 1（285）8801

半原4431 中津695-3 半原2240 中津7417 角田1345-1 角田274 春日台3-13-1 田代108 中津1709
4 6 13 20 27
5 25 11 18
6 1 8 15 22 29
7 20 27 6 13 21
8 3 10 17 24 31
9 14 21 23 28 7 15
10 26 5 12 13 19
11 2 9 16 23 24 30 3
12 14 21 28 7 23
1 4 11 12 18 25
2 1 8 15 22 29 11
3 28 7 14 21 20

厚木市メジカルセンター･厚木市厚木町6-1-202 1（222）1259 厚木市休日歯科診療所･厚木市中町1-8-12 1（224）6081

診療日 診療時間
休日

午前9時～午後5時
年末・年始

当番医院に関する問い合わせはテレホンサービス　1（223）1000

診療日 診療時間
休日

午前9時～11時30分、午後2時～4時30分
年末・年始

当番医院に関する問い合わせはテレホンサービス　1（223）1000

診療日 診療時間
休日

午前10時～正午、午後1時～5時
年末・年始

診 療 日　： 平日夜間（午後5時～翌日の午前9時）
（受付時間） 土曜日（正午～翌日の午前9時）

休日･休日夜間（午前9時～翌日の午前9時）
診療科目　： 内科系･外科系
診療病院　： 6病院が輪番制で行います。

○愛川町消防本部………………………1（285）3131 有線4550
○休日診療のテレホンサービス………1（223）1000

保存版

月 仁厚会病院　　1（221）3330

火 厚木北部病院　1（241）8877

水 近藤病院　　　1（221）2376

木 春日台病院　　1（285）3322

金 東名厚木病院　1（229）1771

土 森の里病院　　1（247）2121
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保 健 ガ

4月上旬、がん検診受診対象世帯の世帯
主あてに申込書をお送りします。がん検診
を希望される方は、返信はがきに検診項目
（受診するがん検診名）に○印を付け、世
帯主名、住所、電話番号を記入の上、4月
22日（火）までに返送してください。

がん検診（胃・大腸・肺）は
40歳以上の方（昭和39年4月1日以前に生
まれた方）、子宮・乳がん検診は、30歳以
上の方（昭和49年4月1日以前に生まれた
方）で、集団検診か医療機関検診のいずれ
かを必ず選択してください。

健康づくり課健康づくり班1

（内線）261へ。

胃･･････バリウムを飲んで、胃のＸ線間接
撮影

肺･･････Ｘ線間接撮影、問診の結果により
喀痰
かくたん

の検査
大腸････便潜血反応検査
乳･･････問診、視触診
子宮････問診、頚

けい

部
ぶ

・細胞診（医療機関は
頚
けい

部
ぶ

・体部の検診）

日　程 会　場
胃がん 肺がん 大腸がん 子宮がん 乳がん

6月1日（日） 福祉センター ○ ○ ○ ○ ○
6月18日（水） 保健センター ○ ○ ○ ― ―
6月26日（木） 保健センター ○ ○ ○ ○ ○
7月4日（金） 保健センター ○ ○ ○ ○ ○
7月11日（金） 保健センター ○ ○ ○ ― ―
7月16日（水） 保健センター ○ ○ ○ ○ ○
7月20日（日） 保健センター ○ ○ ○ ○ ○
7月25日（金） ラビンプラザ ○ ○ ○ ○ ○
7月28日（月） 保健センター ○ ○ ○ ○ ○
8月9日（土） 保健センター ○ ○ ○ ○ ○
8月19日（火） 保健センター ○ ○ ○ ― ―
8月24日（日） 保健センター ○ ○ ○ ○ ○
8月29日（金） 保健センター ○ ○ ○ ○ ○

900円
X線200円

喀痰
かくたん

700円
500円 600円 300円

頚部1700円
―

体部800円
700円

集団検診の自己負担額（予定）

子宮・乳がん（30歳以上）の
医療機関の料金自己負担額
（予定）

実施予定7月～9月

がん健診項目（○印のがん検診が受診できます）

検診名 対象者 実施時期 内　容

昭和39年4月1日以前に 9月～11月
基本健康診査

生まれた方 （対象者に通知）

5月～12月
40歳人間ドック

（対象者に通知）

昭和39年4月1日以前に
生まれた方 6月～8月

がん検診
※乳・子宮がんは昭和49年 （対象者に通知）
4月1日以前に生まれた方

40歳から59歳
歯科検診 （昭和19年4月2日～昭和39年

9月～11月

4月1日に生まれた方）
（対象者に通知）

16歳から39歳 9月17日（水）
家族検診（夜間）（昭和39年4月2日～昭和63年 ・24日（水）

4月1日に生まれた方） 保健センター

問診、身体計測、尿検査、血液検
査、診察など　※必要に応じて精
密検査が受診できます。

受診対象者へ世帯別(世帯主あて)に
申込用紙を送付します。受診希望
の方は、返信はがきに検診項目を
記入の上4月22日（火）までに健康
づくり課へ返送してください。

歯周疾患の状況、歯の状況、かみ
合わせの状況

問診、身体計測、尿・血液検査
（貧血・総コレステロール・肝機
能）、血圧測定、診察、住民結核検
診(胸部レントゲン)

身体計測、循環器・呼吸器・消化
器・血液検査（血糖・肝機能）な
ど

40歳になる方
（昭和38年4月2日～昭和39年
4月1日に生まれた方）

少しずつ暖かくなって春を感じられ

るようになってきましたが、こんな季

節にはウオーキングがお勧めです！

ウオ－キングは、たくさんの酸素を

ゆっくりと体内に取り込む｢有酸素運

動｣。マイペースで手軽に行え、生活習

慣病予防や心理面の改善にも効果的な

全身運動です。

①心肺機能が向上し、血液や酸素など

の流れが良くなります。

②血圧が安定し、高血圧を抑えます。

③善玉コレステロールが増え、高脂血

症・動脈硬化を防ぎます。

④足の筋肉から脳細胞へ刺激が伝わ

り、痴ほう予防など脳を活性化させ

ます。

⑤大量の酸素を体内に取り入れること

で効率よく体内脂肪を燃焼させ、肥

満を防ぎます。

⑥歩くことで骨に刺激が加わり、骨が

強化されて骨粗しょう症を防ぎま

す。

⑦足腰の筋肉が強化され、転倒予防に

なります。

⑧自律神経が落ち着くことで体のリズ

ムが整い、心がリフレッシュします。

⑨有酸素運動により新陳代謝が活発に

なるので、肌を若々しく保ちます。

保健師より
ひとこと

けいぶ
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日 月 火 水 木 金 土

5

9 10 11 126 7 8

2 3 41

16 17 18 1913 14 15

23 24 25 2620 21 22

3027 28 29

法律相談
なやみごと（人権・
行政）相談　
1歳6カ月児健康診査

法律相談
ポリオ生ワクチン

消費生活相談
行政書士相談

消費生活相談
むし歯予防教室
2歳児歯科検診

交通事故相談
ポリオ生ワクチン

住宅相談
ポリオ生ワクチン

3歳6カ月児健康診査

スキンシップ教室

消費生活相談
出張教育相談
町民健康相談
ポリオ生ワクチン

消費生活相談
ポリオ生ワクチン

ポリオ生ワクチン消費生活相談
10カ月児健康診査

４カ月児健康診査

消費生活相談交通事故相談
ポリオ生ワクチン

離乳食講習会消費生活相談
出張教育相談
ポリオ生ワクチン

つつじまつり 農林まつり

消費生活相談農林まつり

人　口　　　42,908（+10）

男　　　　22,091（+16）

女　　　　20,817（-16）

世　帯　　　15,024（+18）

人口と世帯
3月1日現在
( )内は前月比

古紙配合率100％再生紙を使用しています

4月

毎週火曜日（29日は開館）・30日（水）

毎週火曜日（29日は開館）、2日（水）、30日（水）

毎週火曜日（29日は開館）・30日（水）

毎週火曜日（29日は開館）・30日（水）

（通常）午前９時30分～午後５時

（延長）9日（水）、16日（水）、23日（水） 午前9時30分～午後7時

坂本 

下川入 

至厚木 

至厚木 

至厚木 

至津久井 

桜台 

坂本青少年広場の桜

かながわ花の名所100

に選定された坂本青少

年広場の桜（ソメイヨ

シノ）は、毎年３月下

旬から４月上旬にかけ

て見ごろを迎えます。

町外からも大勢の花見

客が訪れ、春のひとと

きを満喫しています。
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